
新しい学習指導要領について（その３）
～学習評価，通知表について～

扇山小学校長 南部 和紀

（前号からの続き）

大きな変更点として，来年度の通知表発行を，今までの学期ごとの
年３回から，前期末（１０月初旬ころ）と後期末（３月）の年２回発
行に変更することを検討しています。

通知表の年２回発行（「評価二期制」などと言われている）のメリッ
トとしては，次のようなことが挙げられます。

① 学習の連続性が担保される（例えば，総合的な学習の時間など）。
② 課題意識の連続性と解決過程の連続性が高まり，見通しをもち，
次の課題を意識した学習展開が可能になる。

③ より長いスパン（期間）で，じっくりと評価をすることができる。
④ 指導と評価の一体化を考慮した評価の積み重ねができる。
⑤ ７月と１２月が落ち着く月になる。
⑥ 長期休業中の成績処理が，子ども一人一人をじっくりと見つめ
直す機会になる。

⑦ 学校行事等を見直すことにより，改めて行事のねらい等を明確に
することができる。
………………………………………………………………………………

課題

❶ 通知表の発行回数が１回減る。
❷ 学校行事の実施時期について改めて検討が必要。
❸ ９月が忙しい月となる。

これから校内で先生方ともよく協議を重ねて，混乱のないように準備
を進めてまいりたいと考えています。

～有意義な２５日間に！～

平成から令和へ。そのようなメモリアルな１年も，残すところ１週間。
本日で第２学期も終了となります。これもひとえに，保護者・地域住民
の皆様のご理解とご協力のおかげだと思っています。無事に冬休みを迎
えられますことに心よりお礼を申し上げます。子どもたちには，事故な
く有意義に２５日間を過ごし，１月２０日にまた元気に登校してくれる
ことを願っています。
３学期も教職員一丸となって教育活動に精励する所存ですので，変わ

らぬご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。
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保護者や地域のみなさまには，
いつも子どもたちを温かく見守っ
ていただき大変ありがとうござい
ました。
明日から冬休みとなります。今

後いっそう降雪が予想されます。
子どもたちが雪の事故や交通事故
に遭わないように温かく見守って
いただければ幸いです。
子どもたちに何かありました

ら，扇山小学校（２２－３２５５）
までご連絡をお願いいたします。

１０日（火）に「扇山小子どもネットワーク会議」
が開かれました。お忙しい中，約２０名以上の方に
ご参加いただきました。内容は，これまでの本校の
取組，冬休みの生活，危険箇所や不審者情報等の情
報交流などでした。会員の皆様からは下記の内容が
話題として上がりましたのでお知らせいたします。
●冬期間になって国道で子どもを降ろす車が増え
てきた。
→以前からお願いしていましたが，国道に停車し
ての乗降は，絶対におやめください。
●布部方面に向かう国道に信
号と横断歩道がないため，
登下校時は，大変危険であ
る。
→今後，様々な機会で学校か
らも要望していきます。

１７日（火）に６年生
を対象とした租税教室が
行われました。富良野市

税務課の伊藤良平氏にお越しいただき，税の仕組
み，使われ方，どのような種類があるのか，税金
は何に使われているのかなどをスライドを通じて
学習しました。
また，税金がなくなると，安全な人々の生活を

続けることができなくなってしまうことや人々の
命を守る活動がで
きなくなってしま
うことから，税金
が大切だというこ
とがわかりました。
税金をしっかり

と納められる大人
になろうと決意し
た学習になったよ
うです。

２３日（木）委員会
２４日（金）スキー学習（６年）

１日（水）元日 ＡＬＴ訪問（５年）
７日（火）諸費再引落日 ２６日（日）おやじの会ウインターフェスティバル

１３日（月）成人の日 ２７日（月）諸費引落日，スキー学習（５年）
２０日（月）３学期始業式 ２８日（火）スキー学習（３年）
２１日（火）ＡＬＴ訪問（１・３～６年） ＡＬＴ訪問（２・４～６年）
２２日（水）冬休みの作品展（２９日まで） ３０日（木）スキー学習（６年）

スキー学習（４年） ３１日（金）漢字検定，ＡＬＴ訪問（５・６年）

学校業務閑散期となる１２月２９日～１月３日において，冬の省
エネルギー・省資源を推進するとともに，教職員が休養をとりやす
い環境を整備し，心身の健康を保持するため，次のとおり閉庁日と
いたしますので，ご協力お願いいたします。

１ 設定期間 １２月２９日（日）～１月３日（金）
２ 学校業務 原則として期間中の学校は職員不在となります。

学校への相談，手続き等はこの期間外でお願いい
たします。

３ 緊急連絡先 ３９―２３００ ※以前配布した「閉庁日のお知
らせ」の番号から変更になっています。

妊娠や出産の知識を正しく伝え，知ってもらうことで，命の
尊さを学ぶため５年生を対象に，助産師の松本恵子氏による「い
のちのはなし」が行われました。親子間では，うまく伝えられ
ない男女の体の違いやいのちの誕生などを手作りの教材で，分
かりやすく説明していただきました。
命は，針の穴ほど小さい受精卵から始まること，お母さんの

おなかの中で大切に１
０か月間育てられるこ
とやいのちの誕生は家
族全員の喜びであるこ
となどのお話に，子ど
もたちは興味深く耳を
傾けていました。松本
さんの実体験を通した
お話は，子どもたちの
心に優しく響いたよう
でした。

子ども相談支援センター
相談窓口のお知らせ

いじめや不登校，体罰などの学校教
育に関する悩み，子育て・しつけなど
家庭教育に関する悩みなど相談してく
ださい。
●電話相談

０１２０－３８８２－５６
（無料，毎日 24 時間対応 ）

●メール相談
doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp
※急ぎの場合は電話相談を利用してください。

●来所相談
（10 ～ 16 時，土日・祝日，年末年始はお休みで
す）
子ども相談支援センター
札幌市中央区北３条西７丁目 道庁別館８階
※上記の電話相談で予約してください。

※センターのＷｅｂページに，「子ども相談支
援センターへの相談事例」を掲載しています。
次のＵＲＬからご覧ください。
URL:http://www.dokyoi.pref.hokkaido.

lg.jp/hk/ssa/soudanjirei.pdf


